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第１章  学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

１ 背景 

   平成２５年１１月、国は、国民の安全・安心を確保し、中長期的な維持管理・

更新等に係る総費用の縮減や予算の平準化を図る方向性を示した「インフラ長寿

命化基本計画」を策定しました。 

これを踏まえ、平成２７年３月、文部科学省では、管理する施設の維持管理等

を着実に推進するための中期的な取り組みの方向性を明らかにするため、「イン

フラ長寿命化計画（行動計画）」を策定しました。 

また、本市においては、平成２８年３月、国が策定した「インフラ長寿命化基

本計画」に基づき、公共施設等を総合的かつ計画的に管理するための基本的な方

針や考え方を示す「江別市公共施設等総合管理計画」を策定し、具体的な施設の

在り方等については、個別施設計画に委ねることとしています。 

 

２ 目的 

本市の学校施設は、市街地の拡大や児童生徒数の増加等に伴い、多くの施設が

昭和４０年代から５０年代にかけて建設され、老朽化が進んでいることから、維

持管理費や、大規模改造注 1などの工事費等が増大し、厳しい財政状況が続く中に

あっては、長期的な視点をもって、計画的に整備していく必要があります。 

また、時代の変化に対応した特色ある教育活動の展開に対応するとともに、児

童生徒の学習及び生活の場として、安全・安心で快適な学習・生活環境を確保す

るため、学習施設の整備・充実を図っていく必要があります。 

以上のことから、学校施設を総合的観点で捉え、長寿命化を行うことにより、

中長期的な維持管理経費を検証し、経費の縮減と平準化を図ることを目的として

策定します。 

なお、文部科学省からは、２０２０年度（令和２年度）までに学校施設に係る

長寿命化計画の策定に取り組むよう求められています。 

    

３ 計画の位置付け 

   「江別市学校施設長寿命化計画」（以下「本計画」という。）」は、「江別市公共

施設等総合管理計画」に基づく、学校施設の個別計画として位置付けます（【図

表 1-1】参照）。  

 

 

 

 

 

注 1 大規模改造：経年劣化した建物や設備の大部分を改修し、原状回復を図ること。老朽化した外装及び内装の 

改修が該当するほか、断熱化や設備の省エネルギー化等のエコ改修も含まれる。 
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【図表 1-1】江別市学校施設長寿命化計画の位置付け 

 

４ 計画期間 

   本計画の計画期間は、２０２０年度（令和２年度）から２０２９年度（令和 

１１年度）までの１０年間とします。 

なお、社会状況の変化等を踏まえて、必要に応じて見直しを行うこととします。 

 

５ 対象施設 

本計画の対象施設は、市立の小学校１７校、中学校８校の校舎及び屋内運動場

とします。 
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第２章  学校施設の目指すべき姿 

１ 安全性の確保 

   学校施設は、児童生徒の教育活動の場のみならず、災害発生時には、地域住民

の避難所の役割を果たすことから、安全性の確保は極めて重要であります。 

市内小中学校における構造躯体注 2の耐震化や体育館の落下防止対策は、平成２

８年度までに完了していますが、被災後の施設の損傷を最小限にとどめることや、

防犯対策も進めていく必要があります。 

 

２ 快適性の確保 

  学校施設は、児童生徒にとって多くの時間を過ごす生活の場でもあることから、

水道、電気、ガス等の機能を最低限維持することはもとより、学校環境衛生基準
注 3に基づき、採光や照明、空気環境等を管理し、児童生徒が快適に過ごせる環境

を整備していく必要があります。 

また、災害時の避難所機能向上の観点から、トイレの洋式化や、障がいの有無

等に関わらず、誰もが安心して快適に利用できるよう、ユニバーサルデザイン注 4

への配慮も必要となります。 

 

３ 機能性の確保 

   本市では、ティーム・ティーチング注 5や少人数指導など個に応じたきめ細やか

な学習指導に取り組んでいます。 

また、小中学校の全学級に電子黒板を配置しているほか、全小中学校のパソコ

ン教室にタブレット型パソコンを整備するなど、ＩＣＴ機器を活用した授業も行

っています。 

このように、社会環境の変化に伴い、教育内容や教育方法等も変化しており、

多様な学習内容・学習形態に対応できる教育環境が求められていることから、多

様な学習活動に対応できる空間や、ＩＣＴ教育環境を充実していく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 2 構造躯体：柱、梁、壁、基礎等、建物を支える骨組であり、構造耐力上主要な部分。 
注 3 学校環境衛生基準：「学校における換気、採光、照明、保湿、清潔保持その他環境衛生に係る事項について、 

児童生徒等及び職員の健康を保護するうえで維持されることが望ましい」ものとして、 

文部科学大臣が定める基準。（学校保健安全法第６条） 
注 4 ユニバーサルデザイン：すべての人が使いやすいように配慮した製品や建物、空間等の設計。 
注 5 ティーム・ティーチング：複数の教員等が役割を分担し、協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式 

のこと。 
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４ 環境への配慮 

   本市では、平成２６年３月に「江別市環境管理計画後期推進計画」を策定し、

環境への負荷が少なく、持続的な発展が可能な社会形成に向け、ＣＯ２やごみ排

出量の削減などに取り組んでいます。 

学校施設においても、照明や暖房等の高効率化、断熱性能の改善等による使用

燃料の削減、太陽光発電等の再生可能エネルギーの活用など、環境に配慮した施

設整備を進める必要があります。 
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第３章  学校施設の実態 

１ 学校施設の運営・活用状況 

（１）対象施設の使用状況 

  本市には、【図表 3-1】のとおり、小学校・中学校を合わせて、学校施設が

２５校あります。 

     延床面積は、小学校全体で９万７６６㎡、中学校全体は４万９,８５５㎡

あり、小学校・中学校を合わせると延床面積は１４万６２１㎡になります。 

なお、普通学級は、小学校１８９学級、中学校９０学級、特別支援学級は、

小学校４９学級、中学校２５学級あり、合計３５３学級を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 3-1】対象施設の使用状況 



 

（２）児童生徒数及び学級数の変化

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 6  社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。

 

（２）児童生徒数及び学級数の変化

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

平成２８年に９年ぶりに

徒数の減

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

の一覧は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。

（２）児童生徒数及び学級数の変化

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

平成２８年に９年ぶりに

徒数の減少は鈍化傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

の一覧は【図表 3-

【図表

社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。

（２）児童生徒数及び学級数の変化

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

平成２８年に９年ぶりに本市の人口が

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

-2】のとおりです。

【図表 3-2】児童生徒数・学級数の推移

社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。
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（２）児童生徒数及び学級数の変化 

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

本市の人口が

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

】のとおりです。 

児童生徒数・学級数の推移

 

社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

本市の人口が社会増注

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

 

児童生徒数・学級数の推移

社会増：江別市への転入者数が、他地域への転出者数を上回ること。 

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。
注 6に転じたことから、児童生

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

児童生徒数・学級数の推移 

 

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。

に転じたことから、児童生

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移

小学校・中学校の児童生徒数は、平成１０年を境に、人口増加率の減少や

少子化等の影響により、平成１１年からは減少傾向に転じています。 

に転じたことから、児童生

傾向にありますが、今後も減少傾向は続いていくものと予

想されます。平成１９年度から令和元年度までの児童生徒数・学級数の推移
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（３）施設関連経費の推移 

  直近５年間（平成２６年度から平成３０年度）における学校教育施設の施

設関連経費の推移は【図表 3-3】のとおりです。 

平成２８年度までは、平成２５年度から開始した江別第二小学校と江別第

一中学校校舎の改築注 7、江別太小学校の校舎・体育館の改築のほか、平成２

８年度の江別小学校と江別第三小学校の統合に伴う江別第一小学校の改築

により、２０億円を超える経費となっています。 

なお、学校施設の耐震化と体育館の落下防止対策は、これらの校舎の改築

によるものを含め、平成２８年度をもってすべて完了しています。 

また、改築や大規模改造に係る経費を除く通常必要とする施設管理費（光

熱水費、委託費、施設整備費等）は、概ね３.７億円程度で推移しています。 

（単位：千円） 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平均 

統合 201,737 353,798 1,674,323 120,860 0 470,144 

耐震化 2,292,114 2,675,474 428,191 0 0 1,079,156 

大規模 177,976 0 6,880 35,456 37,630 51,588 

災害復旧 0 0 0 0 40,822 8,164 

施設整備費 ① 109,365 117,790 81,360 100,973 105,248 102,947 

光熱水費・委託費 ② 269,133 242,788 257,207 282,337 282,704 266,834 

施設関連経費合計 3,050,325 3,389,850 2,447,961 539,626 466,404 1,978,833 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 3-3】直近５年間の施設関連経費合計 

 

 
注 7 改築：老朽化により構造上危険な状態にあったり、教育上、著しく不適当な状態にあったりする既存の建物 

を「建替える」こと。建替え後の建築物が従前の建築物と比べて用途や規模、構造が著しく異ならな

い場合を「改築」、大きく異なる場合を「新築」という。 

 



 

（４）学校施設の経過年数別保有量

  

    

 

 

（４）学校施設の経過年数別保有量

  小学校・中学校は、建築後３０年以上経過した建物が、全体の５８

（概ね８万１

す。 

また、築３０年以上経過した建物は、今後１０年間で８５

１万９,３２３㎡）に達し、建替えや改修を必要とする建物の増加に伴う経

費の増加が見込まれます。

このため、厳しい財政状況の中、従来の築５０年程度で改築する手法では、

対応が難しくなることが予想されます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

（４）学校施設の経過年数別保有量
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２ 学校施設の老朽化の状況
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（２）劣化度調査結果 
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※構造：ＲＣとは鉄筋コンクリート造、Ｓとは鉄骨造を示します。 
旧耐震基準の鉄筋コンクリート造の建物については、「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」
の判定基準により１３.５Ｎ/mm２超を長寿命化改修の対象とします。 

※建物名が該当する棟の位置については、末尾の資料１－１及び１－２の学校配置図を参照願います。 

【図表 3-7】学校施設劣化状況 



13 

 

（３）今後の維持･更新経費（従来型） 

    改築と大規模改造による従来型管理注 9を行った場合、次の条件で試算する

と、今後３０年間で必要となる経費は総額で概ね４７６億円程度（１６億円

／年）と推計されます。 

試算条件 

     改築周期は、江別市公共施設等総合管理計画の試算条件に基づき６０年と

し、その他諸条件は次のとおり設定します。 

工種 周期 
建替・修繕 

期間 
校舎の工事単価 体育館の工事単価 

改築 ６０年 ２年 ２６７,０００円/㎡ ４０５,０００円/㎡ 

大規模改造 ２０年 １年 ６６,７５０円/㎡ ８９,１００円/㎡ 

部位修繕 
今後１０年以
内に計上 

１年 
建物用途、部位及び判定区分に応じて、 

改築単価に対する割合を設定 

※改築に係る単価は、本市の実績から算出しています。 
また、大規模改造に係る単価は、文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 
を参考に、校舎は改築単価の２５％、体育館は改築単価の２２％としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 3-8】今後の維持・更新経費（従来型） 

 

 

 
注 9従来型管理：建物や機械・電気設備等において、不具合が出た箇所のみを事後的に修繕し、建築後５０年程 

度で改築する等の維持管理の方法。 
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（４）今後の維持･更新経費の比較（従来型と長寿命化型） 

従来型管理と長寿命化型管理の維持・更新経費を比較します。 

【図表 3-9】及び【図表 3-10】に示すとおり、長寿命化改修により従来型

の５０年から８０年に建物を長寿命化した場合、今後３０年間の経費は、概

ね４２６億円（１４億円／年）と見込まれます。 

改築を前提とした従来型の概ね４７６億円（１６億円／年）と比較して、

概ね５０億円の経費縮減効果が期待されます。 
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【図表 3-9】（再掲）今後の維持・管理経費（従来型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 3-10】今後の維持・管理経費（長寿命化型） 
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第４章  学校施設整備の基本的な方針   

１ 学校施設整備の基本的方針 

これまでの学校施設整備は、主に不具合が生じてから対応する事後保全を行っ

てきましたが、今後は、江別市公共施設等総合管理計画に基づき、予防保全注 10

による施設管理に移行し、次のとおり進めることとします。 

 

・損傷が軽微な早期段階で不具合箇所を把握し、予防的な修繕等を実施すること

で、中長期的な経費の縮減に努めます。 

・長寿命化改修による施設管理を導入することにより、施設を可能な限り長く使

用し、経費の縮減と平準化に努めます。 

・災害時の避難所として、すべての人が使いやすいように配慮し、避難所として

機能するよう考慮の上、整備していきます。 

・余裕教室が生じる場合には、教育内容や教育方法等の変化に適応させること等

に留意した上で、有効活用を検討していきます。 

・市内における各地区の児童生徒数推計や国の動向などに留意しながら、改築時

期や改修内容を検討していきます。 

 

２ 改修等の基本的な方針  

（１）長寿命化改修の方針 

学校施設の整備は、改築（建替え）を中心とした考え方から、長期間使用

することを目的とした長寿命化を図る整備に切り替えます。 

これにより、改築と比べて工事費が安価となり、併せて日常的な維持管理

を計画的に行うことで、施設関連経費の平準化を図り、中長期的な総費用を

縮減していきます。 

また、工期を短縮し、廃棄物や二酸化炭素の排出量を抑制することで、環

境負荷を軽減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 10 予防保全：建物を定期的に点検・診断し、異常や致命的な欠陥が発現する前に対策を講じること。 
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     ※長寿命化改修では内外装や各種設備等を更新しますが、構造躯体（柱や梁）は再利用す

るため、改築に比べて工事費用の縮減や工期の短縮を行うことができます。 

【図表 4-1】施設整備イメージ（「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」）（文部科学省）より 

 

  （２）目標使用年数と改修周期の設定 

学校施設の目標使用年数は８０年以上とし、既に建築後５０年以上経過し

た建物については、長寿命化改修の実施後から３０年使用することを目標と

します。 

また、改修周期は、建築から２０年程度経過後に、機能回復を目的とした

予防保全的な改修（大規模改造）を行い、目標使用年数の中間期（建築後４

０年経過）に長寿命化改修を行います。 

その後は、改築までの期間に、再度予防保全的な改修を行うこととします。 
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第５章  学校施設の長寿命化の進め方 

１ 長寿命化の優先順位 

建築後５０年以上経過した学校施設は、老朽化が著しく、思いがけない破損等

により学校運営に支障をきたしかねないことから、早期に長寿命化改修を検討す

べき学校施設と位置付けます。 

原則として、年数が経過している施設ほど優先度が高いものとし、施設の健全

度や工事の効率性を総合的に勘案して決定します。 

なお、個別の整備内容や手法等については、財政状況を十分に踏まえながら、 

毎年度の予算編成と合わせて検討していくこととします。 

 

２ 長寿命化改修の進め方 

   長寿命化改修は、適切な時期に改修工事を実施する必要がありますが、経費の

平準化を図るためにも、改修時期がなるべく重ならないよう、計画的に改修を進

めていきます。 

   また、長寿命化改修の実施に当たっては、国の補助事業を活用するほか、学校 

施設内の隣接する棟を同時に改修することや、減築注 11することなども検討し、 

可能な限り合理的な整備を行うことで、経費を縮減していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 11 減築：学校施設のうち不要となった部分を取り壊すこと。 
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第６章  長寿命化計画の継続的運用方針   

１ 情報基盤の整備と活用  

本計画を策定するために現地調査等で収集した、学校施設の基本情報や劣化状

況、工事履歴等を一元的に把握し、効率的・効果的な維持管理を行った上で、学

校施設を適切に管理していきます。 

 

２ 推進体制の整備  

本計画は、学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進していくことと

し、学校施設は公共施設の一部でもあることから、江別市公共施設等総合管理計

画を所管する総務部など関係部署とも連携を図りながら、計画の進捗状況を管理

していきます。 

 

３ フォローアップ  

本計画は、学校施設の長寿命化改修や整備等の方向性を示めすものですが、学

校施設の機能・性能を維持していくため、今後は、継続的に長寿命化改修等を進

めていきます。 

また、計画期間の範囲内であっても、定期的に学校施設の劣化調査等を行い、

点検・評価するとともに、社会状況の変化等を踏まえて、必要に応じて本計画を

見直ししていきます。 

 


